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ね
り
ま
第
二
事
業
所
も
、
法
内
化
を
し
て
二
年
目
の

年
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
利
用
者
の
顔
ぶ
れ
も

増
え
、
賑
や
か
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
事
業
所
も
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
所
と
し
て
、
工
賃

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
作
業
の
充
実
を
目
指
し
て
行
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
が

様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自

覚
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
整
備

し
て
い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
と
安
定
を
保
て
る
よ
う

支
援
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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障
が
い
者
の
一
般
就
労
は
、
た
だ
働
く
場
が
あ
れ

ば
、
ま
た
そ
の
能
力
を
有
す
れ
ば
い
い
と
い
う
単
純
な

も
の
で
は
な
い
。
ご
本
人
に
労
働
意
欲
が
ど
れ
程
あ
っ

て
も
、
そ
れ
だ
け
で
上
手
く
い
く
こ
と
は
難
し
い
。 

そ
の
難
し
さ
の
主
な
要
因
は
、
会
社
側
の
無
理
解
、

ご
本
人
の
性
格
的
な
問
題
や
社
会
的
未
熟
さ
、
そ
し
て

支
援
者
側
の
啓
発
力
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
の
事
柄

も
一
朝
一
夕
に
成
せ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
根
本

に
あ
る
も
の
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間

性
の
一
言
に
尽
き
る
。 

こ
れ
か
ら
も
、
正
直
、
誠
実
、

思
い
や
り
、
忍
耐
と
い
う
基
本
を
日
々
実
践
し
、
一
歩

で
も
人
間
性
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
思
う
。 
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新
事
業
体
系
と
し
て
就
労
継
続
Ｂ
型
支
援
事
業
へ

移
行
し
、
こ
の
間
個
別
支
援
計
画
を
始
め
、
利
用
者
へ

の
様
々
な
支
援
体
制
等
、
少
し
ず
つ
着
実
に
力
を
つ
け

て
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
取
り
組
み

や
、
今
あ
る
事
業
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
と
し
て
、
今
後
も
自
分
の
想

い
や
、
共
に
支
援
し
て
い
く
仲
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
共

有
、
連
携
を
取
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
し
っ
か
り

と
解
決
で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 
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こ
の
四
月
よ
り
、
親
の
会
幼
児
教
室
か
ら
法
人
化
事

業
に
移
行
し
、
通
称
「
幼
児
教
室
と
こ
と
こ
」
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
永
年
積
み
重
ね
て
き
た

「
親
も
子
も
安
心
し
て
通
え
る
暖
か
い
場
所
で
あ
り
た

い
」
と
い
う
ベ
ー
ス
は
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
一
人
ひ
と
り
の
療
育
を
充
実
さ
せ

る
た
め
に
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密

に
し
た
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に
し
た
り
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
達
が
、
生
き
生
き
と
楽
し
く
通

え
る
場
所
で
あ
り
、
そ
の
成
長
の
一
歩
一
歩
を
見
守
る

場
所
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 



８月にみんなで上野国立科学

卙物館、新宿都庁に行ってきま

した。５月頃からみんなで計画

を練り、行き方やお昼の場所も

自分たちで決めました。 

 

 

 

  就労移行支援事業は、２２年度７名でスタートし、１１月現在

１０名の利用者が、個別支援計画のもと、それぞれの目標に向かっ

て活動をしています。 

 今年度の就労移行のテーマは、「お互いの良さを認め合おう」で

す。日々の活動を通して、「○○さんってすごいな。私も頑張ろう！」「自分が得意なところは積極的にやって、

上手くできない方を助けてあげよう」という気持ちが育ってくれればと思っています。 

仕事では、喫茶ふれんど、ゆうゆうには、就労移行支援事業利用者から新たなメンバー

が加わりました。また、池袋で実習をさせていただいている喫茶「ポ

ルテ・ヴォヌール」でも２２年度２名の方が実習をしています。 

 支援スタッフには、今年度から新しく齋藤由香（職業指導員）が

加わり、気持ちも新たにこれからも頑張っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料理教室（カレー作り）を行いました。材料を考

えたり、分量を決めたり、買い物も自分たちで行

きました。得意な人がお手本を見せて、みんなで

仲良く作りました。  味は・・・最高！！ 

 

 

上野でクレープ食べま

した。ちょっと食べづ

らいけどおいしい！ 

就労継続支援（Ｂ型）事業は、現在３５名で活動しています。１１月になり、受注の仕事もだんだん増え、公園

には落ち葉がたくさん落ちてきています。まさに大忙しですが、みんなで力を合わせて頑張って仕事に取り組ん

でいます。また、５月から中村南スポーツセンターで、運動プログラムを開始しました。月に一回ですが、しっ

かり身体を動かしています。 

事業所内の作業風景です。月末の納期に

向けて、みんな頑張って作業に取り組ん

でいます！ 

６月はディズニーランドへ行きました。 

いつも忙しい仕事の合間をぬって、楽し

く息抜きができました。 

 

平成２２年１２月  障害者フェスティバル         ５月  障害者スポーツ大会（駒沢） 

年忘れ会               ６月  練馬区障害者合同運動会 

平成２３年 ３月  皇居マラソン大会               ６月バスハイク 

         レクリエーション           ８月  納涼福祉盆踊り 

４月  個別支援計画４者面談             夏休み 

ねりま事業所の今後の行事 



職員の豆知識 

皆様こんにちは。尾崎直美です。

ねりま第二事業所で働き12年にな

ります。昨年女の子を出産し、1 年

間の育児休暇で、ゆっくり子育てに

励んでおりました。妊娠中は、利用

者の皆が出産を楽しみにしてお腹

に話かけてくれたり、今では親戚の

お兄さん、お姉さんの様に娘のこと

を気にかけてくれています。これか

らも、そんな皆と一緒に楽しく過ご

していきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願い致します。 

心体レクリエーション 

ダンスや体操を通して、言葉

を身体で表現したり、日常生活

ではあまり使われない筋肉を動

かしたりして、体の動きの発見

から楽しさを感じています。 

 

料理教室 

 将来の事を考え、一人でも簡

単で安全に栄養のバランスの

とれた食事を作れるようにな

る事が目的で行っています。                             

10 月は、ラズベリーパンとク

ッキーを作りました。 

パドルジャークス体操 

日ごろの運動丌足を少しで

も解消するため、音楽にあわ

せて体を動かしています。 

東京都障害者スポーツ大会 

  

それぞれ陸上競技と水泳競技に分かれて、

参加しました。多くの利用者の方が、メダル

をとることができました。皆、一生懸命頑張

りました。   

     新人さん歓迎バスハイク 

         （山梨県清里） 

  4 月に入所した新しい仲間と一緒に、バスハ

イクに行きました。「清里・美しの森山」で散策

をしたり、「観光農園」でさくらんぼ狩りをしま

した。さくらんぼは甘くて、とても美味しかっ    

たです。 

 

   

  納涼福祉盆踊り大会 

  

豊玉公園で、盆踊り大会を行いま

した。力いっぱい太鼓を叩いて、

みんなで楽しく踊りました。 

 

 

 

 

      スポーツの集い 

（東京体育館メインアリーナ） 

 それぞれ出場したい種目に参加し、 

沢山、体を動かしました。 

 

 

 

                                          

 

 

 

   

 

  

   

 

 

レクリエーション活動の紹介 

（レクリエーションは月に１回ずつ行っています） 

           

                     

          

 

 

            

 

 

 

公園清掃風景 

落ち葉が降り積もり大変な仕事でしたが、みんなで力を

合わせて、頑張って清掃を行いました。 

 

音楽教室 

 季節に合った歌を、リクエス

トに忚じて歌ったり、主にハン

ドベルを使って演奏をしたり、

音に合わせて皆で色んな楽器を

一緒に鳴らしたりしています。 

 

 

 

 



                               法人本部 事務局長 齋藤 洋 

 

●平成２２年度事業活動重点計画 

１．本部事務局 

（１）相談支援事業に対する業務推進 

 １）大泉障害者地域生活支援センター等との総合相談支援及び成年後見相談支援に対する業務を推進します。 

 ２）本部に相談支援部門を設置し、上記出向職員等との連携及び法人内の相談支援事業の業務を推進します。 

（２）グループホーム(GH)・ケアホーム(CH)事業計画の推進 

  １）GH・CH 事業計画 2 年目にあたり具体的建設計画立案により、建設地購入、施設建設計画を検討します。 

（３）幼児教室「とことこ（仮称）」の法人内移管整備 

 １）法人内移管整備を図ると共に、幼児教室基盤充実及び関連児童福祉事業への展開を検討していきます。 

２．ねりま事業所 

《事業目標》利用者が事業所での活動や地域の社会資源を活用していく中で、利用者自身がニーズに合ったも 

のを選択していけるように支援していきます。本年度内に施設開放行事(地域交流行事)を行います。 

２－１．就労移行支援事業 

（１） 就職先の開拓、ジョブコーチによる定着支援、ハローワーク、レインボーワーク等との連携を行います。 

（２）事業所内活動として社会生活プログラム(学習、運動)を実施します。 

①教育機関との交流、医療機関との連携把握により、就労先へ利用者の状態説明を行える様にします。 

②障害者地域生活支援センターや福祉事務所と連携、余暇・生活支援し、ＯＢ会の設立・運営を目指します。 

③事業所紹介 DVD の作成を検討します。また、練馬区就労支援ネットワークへの参加(情報交換)も行います。 

２－２．就労継続支援(Ｂ型)事業 

（１） 受注業務は新規作業開拓による工賃収入増と共に、利用者への職能指導等にスキルアップを図ります。 

（２） 喫茶業務は利用対象者を拡充、利用者に喫茶業務を通じて社会経験が出来る場として活用していきます。 

（３）個別支援計画に健康管理取組みとして、中村南スポーツセンター等での運動を毎月定期的に実施します。 

３．ねりま第二事業所 就労継続支援(Ｂ型)事業 

（１）現状委託・受注事業を整備、利用者意識向上により、封入・封緘作業等を受注し、工賃収入増を図ります。 

（２） クラブ活動やレクリエーション活動の充実を図り、そこから自主生産品制作が可能かを検討していきます。 

（３）グループホーム体験活動、職業体験、公共施設利用方法支援等利用者の社会を広げる活動を行います。 

４．幼児教室「とことこ」事業 

（１）職員会議、保護者会、懇談会を定例化し、法人事務処理整備を図り、法人運営内容の共有化を図ります。 

（２）今後の幼児教室発展拡充の為、非常勤職員の新規採用を含む職員体制強化を図ります。 

（３）幼児教室の設備環境改善を図ると共に、練馬区心身障害児（者）通所補助事業の拡充への活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○社会福祉法人未来・ねりまを支える会入会のご案内 

＜目的＞ （社福）未来・ねりま及びねりま事業所・ねりま第二事業所の充実発展と利用者の支援・啓発に寄不すること。 

＜会 員＞ 利用者・保護者、役員・職員・お取引業者等の法人関係者、親の会会員等でどなたでも入会出来ます。 

＜年会費＞ 1 口 ２，０００円ですが、希望口数としては、個人１口以上、団体・企業等５口以上でお願いしています。 

＜振替口座＞郵貯 00110-4-544768 社会福祉法人未来・ねりまを支える会(払込料金は会負担で手数料は無しです） 

＜お問合わせ＞ 練馬区豊玉中 4-10-6（社福）未来・ねりま ねりま事業所内 TEL3948－0275  FAX3948－5864

支える会事務局（齋藤、江連）にご連絡下さい。入会申込書兼入会受付書及び会則をお送り致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 この教室は、心身の発達に問題があったり、成長発達に遅れの心配があったりするお子さんが、集団の中

で遊び、生活することで生活習慣や社会生活を身につけていくための基本的な保育の場です。子どもの成長

発達を見守り、育てるために保護者と職員が協力し合って進めていきます。 

 

９：５０  登室 

       シール貼り・健康管理・着替え・排泄・自由遊び 

１０：１５  朝のお集まり（挨拶・名前呼び・楽器・手遊びなど） 

１０：４５  乾布まさつ・はとぽっぽ体操 

１０：５５  マラソン・戸外遊び 

１１：４５  昼食の準備 

       排泄・手洗い 

１２：００  昼食 

１２：３０  自由遊び 

１３：００  設定保育 

１３：３０  リズム体操・帰りの挨拶・ノートくばり 

１３：４５  帰りの支度 

       排泄・着替え 

１４：１０  連絡帳渡し・降室 

 

施設の外観です 

保育風景です 

運動会に向けて、みんなで 

かけっこの練習をしています。 

これから、お芋掘りや遠足など、 

楽しいイベントが待っています。 

 
 

幼児教室とことこの特色 

１ 母子分離 

 子どもの自立心が芽生え、自分でできる事が増えます。 

 保護者の方も改めてお子さんを見直す事ができます。 

２ 給食 

 みんなで食べる楽しさを知り、基本的なマナーを覚えていきます。 

３ クラス分けがない 

 個別の声かけをしながら、皆で一緒のプログラムを楽しみます。 

４ くり返しの保育 

 毎日の流れを覚え、自分から行動できる力を身に付けます。 

５ 経験を増やす 

 いろいろな行事を通して、体験や経験を増やします。 

６ 友達との関わり 

 友達に意識を向けて、関わりが増えるよう促します。 

７ 育児相談 

 心理士や、親の会・卒室児の先輩保護者との懇談会を設けたり 

 日常的に保育士とのコミュニケーションを密に取っています。 

 必要な時は専門機関との連携も行います。 



成年後見制度って何？（前編） 
       練馬手をつなぐ親の会 成年後見部会長 齋藤 洋（社会福祉士） 

 知的障害者の親や支援者間では、成年後見制度の仕組みについては一定の理解が進んでいますが、未だ制度利

用は進んでいません。そこには、成年後見人が行なうのは、財産管理と身上監護がありますが、親亡き後を見据

えた永きにわたる本人への身上監護への丌安があるからです。 

 親と同じ身上監護は求めることは出来ませんが、成年後見人の法律行為の身上監護と共に、本人を取り巻く支

援者がネットワークを形成し、支援チームによる本人を支える仕組み（身上監護）が進めば大きく普及するので

はないかと思っています。 

 練馬手をつなぐ親の会は３年前から成年後見制度の普及・啓発を図ると共に、知的障害者が使い易い成年後見

制度の利用の仕組みを部会活動で検討してきました。そこで今回は成年後見制度の基本的仕組みから親の会成年

後見部会活動経緯と親の会が目指している成年後見制度利用の仕組みについてご説明したいと思います。 

○どういう仕組み？ 

１．法定後見制度には判断能力の程度により、「後見」「保佐」「補助」の３類型がある。 

①後見――判断能力が欠けている者（事理を弁識する能力を欠く常況に在る者）   → 後見人 

・後見人が包括的に代理権を持つ。本人に丌利益な契約等の取消が出来る。 

②保佐――判断能力が著しく丌十分な者（事理を弁識する能力が著しく丌十分な者） → 保佐人 

・保佐人が重要行為について取消権・同意権を持つ。本人が同意する範囲で代理権を持つ。 

③補助――判断能力が丌十分な者（事理を弁識する能力が丌十分な者）       → 補助人 

・補助人の取消権・同意権及び代理権は本人の同意の範囲内で自由に設定する。 

２．任意後見制度‐‐自身の判断能力の低下に備え、将来の後見人を自分で選んでおく制度 

 ①将来の後見人（任意後見受任者）と公正証書で任意後見契約を締結→公証人が登記 

 ②任意後見契約発効時期は家庭裁判所に申立、任意後見監督人が選任され、任意後見契約内容で開始する。 

○どのように利用するの？ 

・本人、親、兄妹等四親等内の親族や市区町村長などが本人の診断書を作成し、家庭裁判所に申し立てる。 

・後見人等は、親、兄弟姉妹等の親族や弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門家が家裁により選任される。 

○後見人・保佐人・補助人の権限（保護の内容）はどのようなもの？ 

 ・同意権・取消権――例）本人が購入した高額の羽毛布団を後見人として丌適当と判断すれば取り消せる。 

 ・代理権――例）本人に代わって、銀行に行き預金を下ろしてくることができる 

・身上配慮義務（本人の心身の状態及び生活状況に配慮しなければならない）がある 

○知的障害者の成年後見制度の利用が進まない問題はなに？ 

 ・成年後見制度は契約による福祉（介護）サービスのもとで、判断能力の丌十分な認知高齢者、知的・精神障

害者を支援する法的な仕組みとして導入されました。即ち後見人などは財産管理や身上監護（介護、施設へ

の入所、退所）の法律行為を行いますが、親の身上監護等の事実行為は後見人業務でないことです。 

 ・その為には、成年後見制度だけで本人を支えることではなく、福祉制度全体での支えが必要となります。 

○親の会の成年後見部会はどのように活動してきたの？ 

  ・平成１９年度に親の会会長、副会長、知的障害者相談員及び志望会員で成年後見制度利用検討部会を創設 

し、部会の進め方や制度の理解の共有化を図りました。２０年度は講演会式の勉強会を７回開催し、普及啓

発を図ると共に成年後見制度関連機関を訪問調査して、制度の運用実態について調査しました。 

    ・平成２１年度は成年後見制度を運用している機関からの報告による勉強会と共に、成年後見制度利用促進 

を図る為に後見人受任会員による経験談と権利擁護センターによる申立の書き方などを勉強しました。 

 ・平成２２年度は制度利用の推進を図る為に、権利擁護センターとの連携による基礎的勉強会や部会個別相 

談会による制度利用者への具体的な支援と本人、親を取り囲む支援チームの創設を検討していく活動をし 

ています。 

○親の会が目指している成年後見制度利用の仕組みは？ 

 ・個別相談会により制度利用者への具体的相談と申立支援を行い、専門職後見人等の必要がある場合は、権 

  利擁護センターや専門職と連携をとり、親と本人の支援を継続的に行い、制度利用促進を図ります。 

  ・成年後見支援組織（当面成年後見部会）の基、成年後見人が成年後見支援計画を作成し、本人を取巻く家 

族、支援者、権利擁護センター、障害者地域生活支援センター等で支援チームを結成し、福祉制度利用を含

めて本人の地域生活の支援を行います。 

・成年後見制度の使い易い運用として、本人への身上監護を配慮した成年後見支援組織を検討しています。 


